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HAIを通した実世界への情報グラウンディングに関する一考
An Investigation on Information Service and Message Grounding

in Real World HAI Environment
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This paper investigates the human recognition of real world HAI environment, which an agent provides useful
information to human through the situation of push style information service.

1. はじめに

HAI(Human-Agent Interaction) 研究が社会に対して貢献
する領域を考えたとき，その最右翼は情報サービスであろう．
これまではテレビやラジオ，新聞，雑誌，郵便によるダイレク
トメールなどがメディア（特にマスメディア）を利用した日常
的な情報サービスの中心であった．このようなメディアを介し
て提供される情報は，あらかじめ送り手によって伝えられる
内容が確定されており，送り手から受け手へは一方的に伝達さ
れる．
ところが近年のインターネットや携帯電話網などの急速な

普及と情報機器および情報端末の著しい性能向上，小型化，少
電力化によって，情報通信環境は格段に進歩した．その結果，
情報提供者と情報の受け手との間では双方向的なコミュニケー
ションの実現が可能になり，受け手の置かれた状況に適応的な
インタラクションを成り立たせることができるようになった．
このようなインタラクションを人との間で成り立たせるのに

適した形態は対話であろう．対話は音声言語または文字による
相互的な情報の授受であり，必要な情報を得るためのクエリや
その応答，自分自身の状態を即時的に表現・伝達することがで
きる．対話はインタラクティブな活動であるがゆえに，少なく
ても人は自分が関わっている相手の社会的な存在性を実在する
ものに帰属させようとする [竹内 09]．そのためコミュニカブ
ルなロボットや ECA(Embodied Conversational Agent)は，
人と直接インタラクションする相手として認知させる上で明示
的なシンボルとなり，言語的なコミュニケーションを実現する
上でも他の機械やシステムと比較して親和性が高いといえる
[竹内 06]．それゆえ HAI研究は，今後さらに多様化・複雑化
が進んでいくことが予想される情報サービスの発展に大きく寄
与する可能性が高く，情報サービスへの応用を見越した取り組
みがより活発に行なわれるべきであると考える．
そこで本稿では，情報サービスが実世界で生活する人にとっ

て有効に利用される情報を提供する存在となるための条件に関
して HAIの観点からの検討を試みる．

2. Push型情報サービスとユーザ

従来は情報機器から提供される情報を利用する人のことを
「ユーザ」と特別な定義をしなくても呼ぶことができた．とこ
ろが近年の情報サービスにおいて，情報の提供を受ける人は
必ずしも情報機器と向かい合おうとする姿勢をもったユーザで
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図 1: どちらのボタンを押すべきか？

あるとはいえない．なぜならば，情報サービスはユーザ主導の
Pull 型だけでなく，電子メールを利用した不特定多数への配
信（メーリングリスト，メールマガジンなど）や商品のレコメ
ンデーションなど情報発信者主導の Push型も広く利用される
ようになってきたからである．

Push型の情報サービスは，必ずしも人の能動的な要求に応
じて情報が提供されるわけではなく，人の意志とは無関係に
「勝手に」提供される性質をもっている．そのため情報機器か
ら勝手に提供された情報に対して自分に関係するものであると
いう自覚が人になければ，情報の受け手としてのユーザは存在
しないことになる．

3. 情報の受け手としての自覚

本章では具体的な例を示して，ECAを利用した情報サービ
ス時における人の情報の受け手としての自覚を HAIの観点か
ら予想する．
図 1 は，自動車内に搭載された情報端末の画面に表示され

た仮想エージェントがドライバーに対して「このボタンを押し
て下さい」とメッセージを送っている状況を示している∗1．こ
こで図 1の状況で，仮想エージェントから発せられているメッ
セージが仮に音声だった場合（図 2 左）と画面内の吹き出し
（音声なし）だった場合（図 2右）を想定してみる．
両者の違いは，メッセージの表現方法である．音声は実世界

∗1 このとき車内にはドライバー以外の人はいないこととする．
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表 1: 予測されるドライバーの反応

メッセージの出力方法
音声 吹き出し

A’を自分の分身だと
認識している場合

A’に対する認識に依存せず，実世界にいる自
分がメッセージの受け手と認識し実世界内の
ボタンを押す．

A’をメッセージの受け手と認識し，画面内に
描画されたボタンを A’ による行為として押
す可能性がある．

A’を自分とは独立し
た存在であると認識
している場合

A’をメッセージの受け手とは認識せず，実世
界にいる自分が受け手と認識し実世界内のボ
タンを押す．

自分がメッセージの直接的・間接的な受け手
と認識せずに何もしない可能性がある．

このボタンを押
してください このボタンを押

してください 

図 2: 左：音声だった場合，右：吹き出しだった場合

の自動車内にスピーカーを通して出力される．一方，吹き出し
の場合は画面内の仮想エージェントの発話として視覚的に表示
される．
この際，提示されたメッセージに対してドライバーは次の 2

通りの解釈のもとで異なる反応をする可能性がある．

(a) 画面に表示されているボタンと同じ形状をしたダッシュ
ボード上にある物理的に実世界に存在するボタンが操作
対象として理解し，その物理的なボタンを押す．

(b) 画面に表示されている仮想的なボタンの画像を操作対象
として理解し，その仮想的なボタンの画像を押す．

どちらの反応も，ドライバー自身がメッセージの受け手とし
ての自覚によって引き起こされているといえる．この自覚は自
動車内にはドライバー以外に人がいない状況であり，そのよう
な状況において発せられたメッセージは自動的にドライバー
自身が受け手になるという実世界の環境によって確立できる
[Reeves & Nass 96]．
ところが図 1の情報端末の画面内にメッセージを伝達してく

る仮想エージェント (A)の他に第 2の仮想エージェント (A’)

があった場合（図 3），ドライバーの反応はより複雑な認知過
程を必要とする．
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図 3: 左：音声だった場合，右：吹き出しだった場合

図 3が図 2の場合と異なるのは，情報機器の画面内にAの他
に A’が表示されている点である．しかしこの違いはユーザー
の理解に大きな影響を与える．なぜなら，図 2の場合ではメッ
セージの受け手が一意にドライバーであることを顕在化させた
が，図 3の場合では A’が存在することによってメッセージの
受け手がドライバーあるいは A’となる可能性が生じているか
らである．このとき，ドライバーは表 1 に示すような反応を
示す可能性が予想される．

4. 検討
前章で示した ECAを利用した情報サービス時における人の

情報の受け手としての自覚に関する予想をまとめると，次のよ

うに整理できる．

(1) 音声と文字とでは提供されるたとえ同じ内容の情報であっ
ても，どの世界にグラウンディングされたものであるか
という認識が異なってくる可能性がある．

(2) たとえ仮想的な身体として表現されている ECA による
仮想的な環境を利用した情報提供であっても，提供され
た情報の表現形式によって実世界にグラウンディングさ
れることがある．

上記 (1)は，音声による伝達は一過性の高い形式であるため
自ずとメッセージの受け手が同じ時間と一定の範囲内の空間内
に存在していることが前提となっているのが一般的である∗2．
一方，文字による伝達は時間的な制約の影響を受けない．つま
り音声による伝達形式の方が文字に比べて「現場性」が高く，
前章の例のような場合には物理的な実世界を現場として認識す
ることが自然な反応となるだろう．

(2)は HAI研究で議論されるエージェントがどのような形
態であるべきかという問題が，相対的なものであることを示唆
しているといえる．人がどのような状況にあり，どのような作
業をしようとしているか，どのようなインタラクションが人と
エージェントとの間で行なわれるのかなどの条件に依存してい
るとするのであれば，次のような課題に HAI研究は取り組ま
なくてはならないだろう．すなわち，本稿で検討したような人
とエージェントとの 2者間の関係だけでなく，それぞれを取り
巻く環境が 2者間で共有されているか否かという問題である．

5. まとめ

本稿では，HAIを利用した情報サービスの場面ではエージェ
ントが提供する情報が効果的に人に伝達されるためには，人と
エージェントとの関係だけでなく双方を取り巻く環境に対する
認識が大きく関わっている可能性を示した．
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